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意見照会の実施報告
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第2回研究会における討議を経て策定した「標準仕様書（素案）」について、1月26日から2月16日にかけて、全国71自治体

及び6事業者に対し、意見照会を実施しました

１．はじめに
１-１．位置づけ

ワーキン
グチーム
／

ベンダー
分科会

以下について報告・質疑
 意見照会結果の報告
 これまでの検討を踏まえた最終的な標
準仕様書(案）

 令和4年度の進め方（残課題の確
認含む）

研究会（第３回）

2022年3月22日 2時間

機能要件

帳票要件

業務フロー

標準仕様書
（案）

自治体意見照会

ベンダー意見照会

1月26日～２月16日（3週間）

必要に応じ、自治体やベンダーへ
追加の確認等を実施
（書面確認をメインに想定）

機能要件

帳票要件

業務フロー

令和4年度の
進め方

最終
とりまとめ

2022年3月末

標準仕様書
（案）

意見照会結果の反映

追加確認結果の反映

国民年金
システム
標準化
研究会
（親会）

本資料の報告対象
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第二回研究会を経て最終化した標準仕様書（案）について、本研究会の事前調査としてアンケート及びヒアリングにご協力いただ

きました自治体及び事業者向けを対象に、1月26日から2月16日を回答期間としてご意見を募りました

１．はじめに
１-２．意見照会対象

本研究会構成員
（ワーキングチーム参加自治体）

事前調査（アンケート・ヒアリング）
対象自治体

71自治体

上記以外の自治体

本研究会構成員
（ベンダー分科会参加社）

事前調査（アンケート・ヒアリング）
対象事業者

6事業者

上記以外の事業者

自治体 事業者 ご意見取り込みの進め方

① ワーキングチーム及びベンダー分科会
にてご意見を取り込み

② 意見照会（1月26日～2月16日）
にてご意見を取り込み

③ 意見照会（令和4年度）にてご意
見を取り込み

自治体／事業者からのご意見取り込みの考え方

6事業者に加えて、
照会範囲の拡大は見送り
（③にて意見を収集）
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意見照会にあたっては、標準仕様書のドキュメント単位で意見有無を必須回答いただいた上で、意見がある場合、該当箇所をプロ

ダウン選択いただき、コメントを記載いただく形式にてご意見を収集しました

１．はじめに
１-３．意見照会内容

№ 設問 回答方法 回答
1 以下に対し、ご意見をお願いいたし

ます。

・標準仕様書（本紙）

単一選択 1 意見なし
2 意見あり

2の場合、対象箇所と具体
的なご意見を記載ください。

2 以下に対し、ご意見をお願いいたし
ます。

・標準仕様書
別紙１ 標準業務フロー

単一選択 1 意見なし
2 意見あり

2の場合、対象フローと具体
的なご意見を記載ください。

3 以下に対し、ご意見をお願いいたし
ます。

・標準仕様書
別紙２ 機能・帳票要件一覧

単一選択 1 意見なし
2 意見あり

2の場合、対象箇所と具体
的なご意見を記載ください。

No.を手入力

No.を手入力

4 以下に対し、ご意見をお願いいたし
ます。

・標準仕様書
別紙３ 帳票詳細要件

単一選択 1 意見なし
2 意見あり

2の場合、対象帳票と具体
的なご意見を記載ください。

5 以下に対し、ご意見をお願いいたし
ます。

・標準仕様書
別紙４ 帳票レイアウト

単一選択 1 意見なし
2 意見あり

2の場合、対象帳票と具体
的なご意見を記載ください。

6 その他 国民年金システム標準仕様書（素案）全般を通して改善が必要と思われる事項があれば、なるべく具体的に記載ください。
入力

国民年金システム標準化全般を通してご質問等ありましたら、記載ください。
入力

プルダウン選択
 第1章
 第2章
 第3章
 第4章
 第5章
 第6章

プルダウン選択
 1.1.資格取得
 1.2.種別変更
 1.3.資格喪失（死亡）
 1.4.資格喪失(海外転出)

 1.5.資格喪失(60歳到達)

 1.6.資格喪失（その他）
 1.7.国内転入
 1.8.国内転出
 1.9.氏名・性別・生年月日変更
 1.10.追加・訂正
 1.11.不在
 2.1.免除・納付猶予申請書受理・審査
 ・・・

プルダウン選択
 1.国民年金被保険者関係届書（申出書）
 2.国民年金被保険者関係届書（報告書）
 3.国民年金被保険者資格関係記録訂正・追加・取消報告書
 4.国民年金保険料免除・納付猶予申請書*

 5.国民年金保険料免除・納付猶予申請書（市町村確認書）*

 ・・・



ご意見への対応
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意見照会にて自治体及び事業者からいただいたご意見については、事務局にて対応方針を整理し、「質問」「指摘」に分類したご

意見は本日配布の資料に反映済であり、「討議事項」に分類したご意見については、次の議題にて討議します

２．ご意見への対応
２-１．ご意見の取り扱い

判断方法 意見照会結果の取り扱い

意見の分類と対応の考え方

討
議
結
果
を
反
映

分類 事務局における対応

討議事項
 意見を整理・集約、論点として整理し、
第3回研究会に上程する

指摘
 標準仕様書（本紙/機能・帳票要件
一覧/帳票詳細要件）を修正する

質問
 回答を作成する
※第３回研究会の参考資料に添付

• 構成員から頂戴したご意見を
整理し、内容ごとに分類する

①ご意見整理・分類

• 分類結果に基づき、各ご意見
に対応する（修正、回答等）

②分類結果に基づく対応

• 分類結果のうち「討議」に分類
した意見について、上程する

③第３回研究会討議

• 研究会の討議結果を反映、標
準仕様書案として最終化

④最終化

アンケート
回答

機能・帳票要件

帳票詳細要件

業務フロー

標準仕様書
（案）

帳票レイアウト

本日の討議対象

標準仕様書
（案）

※本日配布

ご意見一覧
※本日配布

反
映
（
済
）
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意見照会でいただいたご意見を踏まえ、要件種別の変更が必要と考えられるケースについて、以下の判断基準を設定したうえで、

本日配布した標準仕様書（案）に反映するとともに、討議事項は次の議題にて上程しています

２．ご意見への対応
２-２．「必須」「オプション」見直しの考え方

ご意見を踏まえた「必須」「オプション」見直しの判断基準

案最終化にあたっての判断の基準
案最終化に向けた判断が

必要なケース

「素案」における要件種別

「案」における要件種別

必須

実装不可

① 変更要望が半数以上 ：変更とする。

② 変更要望が2件~半数未満：法令等の根拠が明確な場合は変更する。

③ 変更要望が1件 ：変更しない（独自要望として質問回答扱い）。オプション

① 変更要望が半数以上 ：変更とする。

② 変更要望が2件~半数未満：法令等の根拠が明確な場合は変更する。左記以外は討議候補。

※政令市特有の要件の場合は変更せず（備考へ記載）

③ 変更要望が1件 ：変更しない（独自要望）。※法令等が根拠が明確な場合は討議候補

必須オプション

① 変更要望が半数以上 ：変更する。

② 変更要望が2件~半数未満：変更する。 ※政令市特有の要件の場合は変更せず（備考へ記載）

③ 変更要望が1件 ：変更しない（独自要望）。 ※小規模自治体等考慮すべき場合は変更

必須 オプション

未分類
（追加要望分）

必須/オプション

① 同一要件を、「必須」として2団体以上が追加を要望している場合は「必須機能」とし、「必須」の要望が
１団体のみである場合は、「オプション機能」とする

② 「オプション」として追加要望がある場合は、「オプション機能」とする



意見照会実施結果
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全71自治体及び6事業者のうち、38自治体及び6事業者よりご意見をいただきました

また、総計で1,122件のコメントをいただきました

３．意見照会実施結果
３-１．全体概要

意見照会実施結果

回答結果 ご意見（コメント）件数

意見有

（自治体）, 38 

意見無, 

33 

自治体回答
区分 討議事項／指摘／質問件数 計

本紙 0 / 14 / 10 24

業務
フロー 0 / 33 / 19 52

機能・帳票
要件一覧 58 /648 / 229 935

帳票
詳細要件 0 / 66 / 11 77

帳票
レイアウト 0 / 11 / 23 34

総計 1,122

 自治体：全71自治体中、38自治体は意見あり、33自治体から意
見無しとの回答を受領（意見有率：53.5％）

 事業者：全6事業者から意見を受領（意見有率：100％）

意見有

（事業者）, 6 

意見無, 

0 

事業者回答
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意見照会先全77団体のうち、11団体より意見が寄せられました。計24件のコメントを精査した結果、指摘事項は14件、質問は

10件、討議事項は0件に分類しました

３．意見照会実施結果
３-２．詳細：Q１.標準仕様書本紙

意見数及び指摘事項（標準仕様書本紙）

意見有（自治体）, 9 

意見有（事業者）, 2 

意見無, 

66 

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

第1章 本仕様書について 9

第2章 業務フロー 0

第3章 機能・帳票要件 3

第4章 データ要件・連携要件 0

第5章 非機能要件 0

第6章 用語 2

指摘, 

14 

質問, 

10 

討議事項, 0 

コメント有無の団体数

内訳

注）寄せられた質問及び回答は参考6 標準仕様書案に対するご意見一覧を参照
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －標準仕様書本紙－

●●
区分（章立て） 指摘に対する対応内容

1 本仕様書について

①標準仕様書本紙の標準化範囲に追記
• 標準化範囲を「請求書の受理や審査、所得状況届に関する業務」としているが、国保中央会ルートの所得作成提供事務
• 特別障害給付金
• 図1-2の法定受託事務の4について、法定免除(国法89)の記載漏れ

②標準化範囲外の機能に関する記載の修正
• 検討経緯及びデジタル庁から示されている考え方（※）を踏まえ、記載を修正
※「標準化対象外の事務」については、標準準拠アプリをカスタマイズしないよう、標準準拠アプリとは別に、標準準拠アプリとは疎結合し
た形で構築（アドオン）し、標準準拠アプリとAPI連携等により連携する

③機能・帳票要件一覧に追記
• 法定免除の資格取得喪失で、資格取得での入力が法定免除に限り障害年金受給及び生活保護受給が繰り返しの人が多く、情報
を2つ持てるようにしていただきたい

④具体例の追記
• 住民記録システム等の他システムで運用する部分：※具体例：不在確認時、住民記録システムを利用して住民登録状況を確認す
るケースにおける、住民記録システムに対する仕様

⑤文言修正
• 年金手帳の再交付申請の事務について、機能・帳票要件一覧にあわせる

2 業務フロー -

3 機能・帳票要件
①機能・帳票要件一覧の修正
• 表記ゆれの統一：「○○を一覧で確認できること」／「一覧を確認できる」

4 データ要件・連携要件 -

5 非機能要件 -

6 用語
①用語の追記
• 取得、照会、登録、削除、編集の定義
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意見照会先全77団体のうち、15団体より意見が寄せられました。計52件のコメントを精査した結果、指摘事項は33件、質問は

19件、討議事項は0件に分類しました

３．意見照会実施結果
３-３．詳細： Q2.標準業務フロー

意見数及び指摘事項（標準業務フロー）

...

...

...

...

注）寄せられた質問及び回答は参考6 標準仕様書案に対するご意見一覧を参照

意見有（自治体）, 12 

意見有（事業者）, 3 

意見無, 62 

指摘, 

33 
質問, 

19 

討議事項, 0 

コメント有無の団体数

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

1 資格異動 23

2 免除 3

3 付加 0

4 給付 0

5 年金機構報告・年金機構からの情報登録 1

6 情報提供・その他 5

7 統計・報告 1
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －標準業務フロー－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

1 資格異動 1 資格取得
①機能・帳票要件一覧の見直し
• 「行政欄への記載」について、機能・帳票要件一覧に説明を補記

3 資格喪失（死亡）
①業務フロー及び機能・帳票要件一覧の見直し
• 年金機構にてJ-LISから異動（死亡）情報を取得できない場合の流れ

6 資格喪失（その他）
①業務フローの修正
• 情報登録のパターンを追記

7 国内転入
①業務フローへの追記
• 年金機構への報告が必要となるケースの追記（マイナンバー未収録）

8 国内転出
①業務フロー及び機能・帳票要件一覧の修正
• 年金機構への報告が必要となるケースの追記（マイナンバー未収録）

9 氏名・性別・生年月日変更

①業務フロー及び機能・帳票要件一覧の修正
• 本人届出が必要となるケースの追記（マイナンバー未収録、DV被害者）
• 制度上、本人届出が省略できる事項／できない事項（性別・生年月日）の流れと処理

11 不在
①業務フローの修正
• 年金機構への送付対象帳票（住基異動リストの削除）

2 免除 1 免除・納付猶予申請書受理・審査
①業務フローの修正
• 年金機構から受理する流れの記載に関するフロー間の記載の差異を統一

2 学生納付特例申請書受理・審査
①業務フローの修正
• 年金機構から受理する流れの記載に関するフロー間の記載の差異を統一

3 免除理由該当等届及び納付申出受理・審査
①機能・帳票要件一覧への追記
• 法定免除の資格取得喪失において「障害年金受給」「生活保護受給」の双方を保持

- （共通） - （共通）
①体裁の修正
• 帳票名称、略字を正式名称に修正、表記ゆれの統一、表現見直し、文字切れ 等
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意見照会先全77団体のうち、28団体より意見が寄せられました。計935件のコメントを精査した結果、指摘事項は648件、質問

は229件、討議事項は58件に分類しました

３．意見照会実施結果
３-４．詳細： Q3.機能・帳票要件一覧

意見数及び指摘事項（機能・帳票要件一覧）

意見有（自治体）

, 22

意見有（事業者）, 

6

意見無, 

49

コメント有無の団体数

討議事項,58

指摘, 648

質問, 

229

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

０ 共通 183

1 資格異動 183

2 免除 81

3 付加 19

4 給付 85

5 年金機構報告・年金機構からの情報登録 19

6 情報提供・その他 55

7 統計・報告 3

8 その他 20
注）寄せられた質問及び回答は参考6 標準仕様書案に対するご意見一覧を参照

注）討議事項は資料2 標準仕様書案についてを参照（次のアジェンダにて討議）
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機能・帳票要件一覧に対するレベル2区分別の内訳は以下のとおりです

（補足）機能・帳票要件一覧に関する指摘箇所（詳細）

意見数及び指摘事項（機能・帳票要件一覧）
指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

4.給付

4.1.年金請求書等受理・審査 29

4.2.年金生活者支援給付金請求書等受理・
審査

56

5.年金機構報告・
年金機構からの情
報登録

5.1.年金機構への報告・送付 6

5.2.年金機構からの情報登録 13

6.情報提供・その
他

6.1.所得情報提供（免除勧奨） 2

6.2.所得情報提供（継続免除） 4

6.3.所得情報提供（年金生活者支援給付金） 18

6.4.所得情報提供（年金受給者） 20

6.5.公用照会対応（免除・年金生活者支援
給付金）

7

6.6.住民記録システム情報提供 1

6.7.所得証明（年金生活者支援給付金） 0

6.8.通知書再交付申請書受理 3

7.統計・報告 7.1.統計事務 3

8.その他 - 20

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

0.共通 - 183

1.資格異動

1.1.資格取得 32

1.2.種別変更 12

1.3.資格喪失（死亡） 24

1.4.資格喪失（海外転出） 8

1.5.資格喪失（60歳到達） 5

1.6資格喪失（その他） 9

1.7.国内転入 24

1.8国内転出 14

1.9.氏名・性別・生年月日変更 19

1.10.追加・訂正 9

1.11.不在 27

2.免除

2.1.免除・納付猶予申請書受理・審査 38

2.2.学生納付特例申請書受理・審査 27

2.3.免除理由該当等届受理・審査 10

2.4.産前・産後免除申請書受理・審査 6

3.付加
3.1.付加加入 10

3.2.付加辞退 9
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －機能・帳票要件一覧－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

0 共通

1 検索

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 個人番号の管理方針、および検索結果・条件の保持機能、検索方法に係る機能を修正

2 照会・編集

①機能・帳票要件の記載を修正
• 画面要件に係る記載を削除
• 管理や編集に係る文言、および他システム連携に係る文言を統一

3 チェック

①機能・帳票要件の要件種別を変更
• 管理項目を修正
• 基礎年金番号に係るチェック機能については、オプションから必須へ変更
• 年齢情報と資格情報に係る期間のチェック機能の文言を修正

4 被保険者情報管理

①機能・帳票要件の要件種別を変更
• 住民記録登録外対象者管理や基礎年金番号管理について要件種別を変更
• 旧基礎年金番号からの異動に係る機能を削除
• 所得限度額管理や控除額管理の機能について、記載を追加

5 EUC

①機能・帳票要件の記載を修正
• EUC利用者、および抽出対象となる管理項目や対象について修正
• 抽出条件に係る利用方針や管理者権限による利用制限について要件を補記
• メモキーワードについて、キーワードとサブキーワードを指す旨を明記

6 帳票作成

①機能・帳票要件の要件種別を変更
• 未登録外字の管理機能について、必須からオプションへ変更
• 印字文字超過一覧や外字未登録一覧を出力する際に通知される機能を追加

7 連携

①機能・帳票要件の記載を修正
• 住民記録システムからの連携機能について、当該機能で異動処理は行わないため、修正
• 他システムからの連携情報は、国民年金システム上で保持せず参照のみである旨追記
• 連携項目を修正

8 システム管理
①機能・帳票要件の記載を修正
• 首長名の管理や受付番号管理、および行政区対応などについて要件を修正
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －機能・帳票要件一覧－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

1 資格異動

1 資格取得 -

2 種別変更 -

3 資格喪失（死亡） -

4 資格喪失(海外転出) -

5 資格喪失(60歳到達)
①機能・帳票要件の記載を修正
• 一括喪失処理の要件種別を変更

6 資格喪失（その他）
①機能・帳票要件の記載を修正
• 受付処理簿の作成機能を追加

7 国内転入
①機能・帳票要件の記載を修正
• 区間異動、区内異動を区別する必要がある政令市要件を追加

8 国内転出 -

9 氏名・性別・生年月日変更
①機能・帳票要件の記載を修正
• 異動は発生しないため、「異動」の文言を修正

10 追加・訂正
①機能・帳票要件の記載を修正
• 出力帳票名を修正

11 不在 -

- （共通）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 行政区ごとに異動報告書を作成する機能を追加
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －機能・帳票要件一覧－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

2 免除

1 免除・納付猶予申請書受理・審査

①機能・帳票要件の記載を修正
• 要件種別を変更
• 機構に向けた報告書作成機能、および行政区ごとに報告書を作成する機能を追加
• 機能名における表記のゆれを修正

2 学生納付特例申請書受理・審査

①機能・帳票要件の記載を修正
• 異動ではないため、「異動」の文言を修正
• 行政区ごとに報告書を作成する機能を追加

3 免除理由該当等届及び納付申出受理・審査
①機能・帳票要件の記載を修正
• 受付処理簿に係る文言を修正

4 産前・産後免除申請書受理・審査 -

- （共通）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 行政区ごとに異動報告書を作成する機能を追加

3 付加

1 付加加入
①機能・帳票要件の記載を修正
• 機能名における表記のゆれを修正

2 付加辞退 -

- （共通）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 行政区ごとに異動報告書を作成する機能を追加
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －機能・帳票要件一覧－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

4 給付

1 年金請求書等受理・審査
①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理対象となる年金を追加

2 年金生活者支援給付金請求書等受理・審査

①機能・帳票要件の記載を修正
• 機能説明における表記のゆれを修正
• 重複した機能を削除

- （共通）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 文言誤りを修正
• 出力する内部帳票の対象を修正

5
年金機構報告・
年金機構からの情報登
録

1 年金機構への報告・送付

①機能・帳票要件の記載を修正
• 報告対象帳票を修正
• 国民年金適用関係届書作成仕様書（ＣＤ／ＤＶＤ仕様書）に基づく旨を追記

2 年金機構からの情報確認・登録

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 要件種別を変更
• OCR処理の対象一覧を修正
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －機能・帳票要件一覧－

●●
区分（事務区分） 指摘に対する対応内容

6 情報提供・その他

1 所得情報提供（免除勧奨） -

2 所得情報提供（継続免除）
①機能・帳票要件の記載を修正
• 重複した機能を修正

3 所得情報提供（年金生活者支援給付金）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 提供する対象者特定に係る機能の対象者範囲、文言を修正
• 文言を修正

4 所得情報提供（年金受給者）
①機能・帳票要件の記載を修正
• 当該事務に関連しない帳票に係る記載を削除

5
公用照会対応（免除・年金生活者支援給付
金）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 当該事務にて出力する帳票を修正

6
住基情報提供（情報連携で機構が取得不可
の情報）

①機能・帳票要件の記載を修正
• 年金資格を持つ外国人の抽出結果に係る項目を修正

7 所得証明（年金生活者支援給付金） -

8 通知書再交付申請書受理

①機能・帳票要件の記載を修正
• 管理項目を修正
• 通知書の名称について、基礎年金番号通知書である旨を追記

- （共通）
①体裁の修正
• 表記ゆれの統一 等

7 統計・報告 1 統計事務
①機能・帳票要件の記載を修正
• 機能説明に係る記載を補記
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意見照会先全77団体のうち、18団体より意見が寄せられました。計77件のコメントを精査した結果、指摘事項は66件、質問は

11件、討議事項は0件に分類しました

３．意見照会実施結果
３-５．詳細： Q4.帳票詳細要件

意見数及び指摘事項（帳票詳細要件）

意見有（自治体）, 13
意見有（事業者）, 5

意見無, 

59

討議事項,0

指摘, 66

質問, 11

コメント有無の団体数

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

1 国民年金被保険者関係届書（申出書） 2
2 国民年金被保険者関係届書（報告書） 2
3 国民年金被保険者資格関係記録訂正・追加・取消報告書 4
4 国民年金保険料免除・納付猶予申請書 6
5 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（市町村確認書） 4
6 国民年金保険料学生納付特例申請書 6
7 国民年金保険料学生納付特例申請書（市町村確認書） 3
10 国民年金関係報告書 2
14 国民年金老齢福祉年金所得状況届 15
15 特別障害給付金所得状況届 9
16 老齢・補足的老齢年金生活者支援給付金所得・世帯状況届 8
17 障害・遺族年金生活者支援給付金所得状況届 5

注）寄せられた質問及び回答は参考6 標準仕様書案に対するご意見一覧を参照

注）帳票の通番については、「標準仕様書（案）を最終化、厚生労働省へ提出する際に整えた上で、ご提出予定
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －帳票詳細要件－

帳票名 指摘に対する対応内容

1 国民年金被保険者関係届書（申出書） -

2 国民年金被保険者関係届書（報告書） -

3 国民年金被保険者資格関係記録訂正・追加・取消報告書 -

4 国民年金保険料免除・納付猶予申請書 -

5 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（市町村確認書） -

6 国民年金保険料学生納付特例申請書 -

7 国民年金保険料学生納付特例申請書（市町村確認書） -

10 国民年金関係報告書 -

14 国民年金老齢福祉年金所得状況届 -

15 特別障害給付金所得状況届 -

16 老齢・補足的老齢年金生活者支援給付金所得・世帯状況届 -

17 障害・遺族年金生活者支援給付金所得状況届 -

- （共通）

①帳票詳細要件を修正
• 出力項目を追加（帳票間の仕様の差異を統一）
• 重複している項目を削除
• 出力項目名を修正
• 出力項目の要件種別を訂正
• 項目出力に係る印字編集条件を修正
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意見照会先全77団体のうち、12団体より意見が寄せられました。計34件のコメントを精査した結果、指摘事項は15件、質問は

19件、討議事項は0件に分類しました

３．意見照会実施結果
３-６．詳細： Q5.帳票レイアウト

意見数及び指摘事項（帳票レイアウト）

意見有（自治体）, 8
意見有（事業者）, 4

意見無, 

65

コメント有無の団体数

指摘箇所 ※指摘に対する対応は次頁参照 件数

1 国民年金被保険者関係届書（申出書） 2
2 国民年金被保険者関係届書（報告書） 0
3 国民年金被保険者資格関係記録訂正・追加・取消報告書 1
4 国民年金保険料免除・納付猶予申請書 4
5 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（市町村確認書） 0
6 国民年金保険料学生納付特例申請書 3
7 国民年金保険料学生納付特例申請書（市町村確認書） 0
10 国民年金関係報告書 1
14 国民年金老齢福祉年金所得状況届 0
15 特別障害給付金所得状況届 0
16 老齢・補足的老齢年金生活者支援給付金所得・世帯状況届 0
17 障害・遺族年金生活者支援給付金所得状況届 0

注）寄せられた質問及び回答は参考6 標準仕様書案に対するご意見一覧を参照

討議事項, 0

指摘, 11

質問, 23
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意見照会において寄せられたご意見のうち、「指摘事項」に分類されたご意見について、本日配布した標準仕様書（案）に反映し

ております

（補足）指摘事項に対する主な対応事項 －帳票レイアウト－

帳票名 指摘に対する対応内容

1 国民年金被保険者関係届書（申出書） -

2 国民年金被保険者関係届書（報告書） -

3 国民年金被保険者資格関係記録訂正・追加・取消報告書 -

4 国民年金保険料免除・納付猶予申請書 -

5 国民年金保険料免除・納付猶予申請書（市町村確認書） -

6 国民年金保険料学生納付特例申請書 -

7 国民年金保険料学生納付特例申請書（市町村確認書） -

10 国民年金関係報告書 -

14 国民年金老齢福祉年金所得状況届 -

15 特別障害給付金所得状況届 -

16 老齢・補足的老齢年金生活者支援給付金所得・世帯状況届 -

17 障害・遺族年金生活者支援給付金所得状況届 -

- （共通）
①帳票レイアウトを修正
• 帳票詳細要件で定義した対象以外の帳票（説明・記載例等）を削除
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標準仕様書全体については次のご意見をいただいており、令和4年度以降の活動における留意事項として取りまとめる想定です

３．意見照会実施結果
３-７．詳細： Q6.その他

標準仕様書全体に対するご意見

区分 ご意見

業
務

標準化対象 • ３年に一度の実態調査については考慮されていないように思いますが、標準化の対象とはならないのでしょうか。

事務処理改善 • 市民や市区町村にとって簡易で効率的な手続を実現するため、システム標準化だけではなく事務処理自体の改善が必要。具体的には、
申請者が市区町村窓口に来ることを前提だが、来庁しないで済む方法を検討してほしい。（厚生年金（国民年金２号）喪失届に１
号取得届及び３号から１号への種別変更届を兼ねる、又は職権で１号加入等）

• 当市では住基システムとの連動や処理結果一覧表の取り込み等で資格喪失の事務が完了している。事務フローに掲載されている中でも
省略できる事務もあるかと思います。

機
能

年金機構との連携 • 年金機構のシステムの改善も必要。例えば、届出が必要な手続について年金機構へのオンライン届出を標準としてほしい。

• 年金機構から提供される加入者情報等を市町村のシステムに入力する作業が負担なので、その点を改善したい。

• 外部媒体（DVD等の郵送、連合会端末からのUSB取り出し等連携方法が原始的。CS連携等を活用できないか。

データ連携 • AI-OCRにより紙帳票からおこしたデータや市町村独自のオンライン申請・届出システムで受付したデータ等を国民年金システムへ取り込む
機能が実装できるように拡張性を持たせてほしい。

帳
票

帳票要件 • No.8・9の居所未登録者に係る報告や，No.11電子媒体届書総括票及びNo.12国民年金関係書類送付書の送付は全市町村で
実施する処理であり、帳票統一により、受けて側の年金機構にとっても事務が行いやすくなりよいのでは。

• 個人番号（または基礎年金番号）の記入欄の実線と点線のばらつきがあるが最終的に統一されるか。また、近年の外国人住民の増加
を踏まえ、印字する書式については、多言語（日本語と併記）の用意があると有用。

• 外国人の英字氏名で文字数が多い対象者に対する帳票の印字はどのようになるか。現行では、帳票に印字する文字数が超過した場合、
画面上に注意喚起し、出力帳票に補記する運用としています。

• 免除や納付猶予申請、学生納付特例申請の際、本市では免除可能基準所得や控除等を同時に別途印字する帳票（市町村確認
書）が必要。一目で、免除に応じた基準額がわかり、税情報を理解も必要なく、スムーズに対応できる。

• 当市では、住所などの基本情報、世帯構成員、あらかじめシステムに入っている年金記録、免除記録などが載っている台帳のようなもの
（国民年金記録票）を印刷し、窓口対応の際に使用しているが、台帳のようなものは出力できるか。

他
移行に向けた対応 • 機能・帳票要件の種別でオプション機能とされている機能を実装した際の財政負担について触れてほしい。

共通 • 国民年金制度・業務との整合、システム設計、資料としての完成度の視点で1.0版確定に向け念入りに推敲されたい。


